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「日月」書  

川口よね子 

(元専任教員、元別科教務主任) 
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戴 帽 式 
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

                                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

戴帽式  記念会館にて(平成 25 年 )  

戴帽式  同窓会館にて(昭和 45 年 ) 
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校旗  

 

 

 

 

 

 

 

    校章バッジ       キャップタック          キャップとエンブレム 

校章は川口よね子先生の母校の校章を参考に   青線で学年を示していた頃のキャップ      

1 回生の時創られた。                   平成 5 年から受け入れることになった男子学生にはエンブレムが贈られる。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フローレンス・ナイチンゲール像 (46 回生寄贈 ) 東医扇山ハイツに寄贈された像  
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校 舎 と 寮 
昭和 54 年大学構内の基礎新館に移転するまでは、西新宿の病院敷地内に校舎があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京医科大学附属高等看護学校と本科寮 (昭和 43 年 ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プレハブ校舎 (昭和 45 年完成年 ) 

 

 

                                       寮にあった夾竹桃 :薬理学堀部先生撮影  

                                       夾竹桃の葉の成分は強心配糖体とのこと 

 

 

 

 

 

 

 

別科寮と別科の校舎                            別科入口  
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別科が廃校となる前年の昭和 50 年に 80 名定員に増員された 12             進学科校舎 (昭和 56 年 ) 

回生 B クラスは、本科寮に入らず別科寮に入った。「別科寮」は後  

に「光和寮」に、「本科寮」は「清和寮」に改名された。 

 

基礎新館  

昭和 53 年、大学敷地内に基礎新館が完成。昭和 53 年 4 月から昭和 54 年 7 月にか

けて病院にあった看護専門学校は基礎新館に移転した。それまで体育の授業以外は病

院内の校舎で行われていたが、13 回生の卒業試験は基礎新館で行われており、13～15
回生は病院内の校舎と大学の基礎新館の両方を使用していたことになる。全ての授業

を基礎新館で受けるようになったのは、16 回生からである。         
移転当初の基礎新館は、2～4 階が看護専門学校の校舎で、1 階は駐車場と喫茶室であ

った。しかし、学校長が岩根久夫先生の時に 1 学年の学生数が 116 名となったことがあって、教

卓の直前まで学生が座っている状況になった。そこで、1 年教室と隣の部屋の壁を撤去し教室

を広げ、同時に 2 階の図書室と事務室・講師控室を 1 階に移動。1 階の駐車場はなくなり、喫

茶室は記念会館地下に移った。図書室のスペースは

広くなり、そこに学習室 4 室が増設された。学生のため

の学習室増設は岩根先生のアイデアによる。 

 

1 階左が駐車場、右が喫茶室だった頃の基礎新館       1 階が図書室・事務室になった基礎新館  
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東京医科大学 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

基礎新館ができる前の大学全景                基礎新館が完成した後の大学全景  

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

第一校舎と記念会館 (昭和 41 年 )             第一・中央校舎  記念会館前にはヒポクラテス像 (平成 25 年 ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正門 (昭和 49 年 )                                      正門 (平成 25 年 ) 
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2013(平成 25)年の大学構内 

 

 

 

 

 

 

 

  高橋琢也先生像  

 

                                             春、裏庭に咲いたしだれ梅  

 

      2013 年大学事務本部は 

第一看護学科棟へ改築  

 

第一校舎入口  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テニスコート                                                   記念会館 2 階にある歴史資料館  

 

 

平成 25 年テニスコート跡地には、第一看護学科棟建築中  

 

 

 

 

 

 

                     グランドは平成 24 年人工芝に 

 

             第一校舎前のベンチ 

─ viii ─ ─ ix ─



10 
 

歴代学校長 

  

 

 

 

 

   初代           第二代          第三代         第四代  

与謝野 光       高橋 雅俊        長村 重之        本多 輝男  

 (昭和 39.4～46.3)   (昭和 46.4～55.3)   (昭和 55.4～61.3) (昭和 61.4～平成 3.3) 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

      第五代             第六代         第七代  

岩根 久夫        伊吹山 千春       高﨑 優  

 (平成 3.4～8.10)    (平成 8.11～11.3)   (平成 11.4～14.3)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第八代            第九代           第十代          

友田 燁夫         勝村 俊仁       山科 章  

(平成 14.4～20.3)    (平成 20.4～22.3)  (平成 22.4～現在 )           
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歴代副学校長・教務主任 

 

 

 

 

 

 

 

高等看護学校          高等看護学校        高等看護学校本科   看護専門学校本科・看護科  

初代            第二代         第三代         第四代  

加藤 三千子      上杉(中村 ) 栄子      亀川 すよ        岡田 宮子  

(昭和 39.4～43.3)   (昭和 43.4～45.3)   (昭和 45.4～52.1) (昭和 52.4～55.3) 

 

   

 

 

 

 

 

 

看護専門学校看護科      看護専門学校看護科      看護専門学校看護科    看護専門学校看護科    

第五代           第六代       初代副学校長      第七代   

福岡 笑子     黒坂(石塚 ) 知子   峰村(吉田 ) 淳子    石塚 睦子  

(昭和 55.4～平成 3.3)  (平成 3.4～18.3)   (平成 18.4～現在)  (平成 18.4～現在 )   

 

亀川すよ先生の時代に別科が、亀川・岡田・福岡先生の時代には進学科が併設され、准看護婦の看護婦国家

試験受験資格取得とキャリアアップのための教育が行われた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

高等看護学校別科          高等看護学校別科         高等看護学校進学科  

初代                第二代  

      川口 (山田) よね子     橋本(竹田) 由子       杉浦 亮子  

      (昭和 45.4～46.9)   (昭和 46.10～49.8)   (昭和 49.9～61.9) 
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歴代事務長 

 

佐藤 甲子郎     佐藤 龍一        笹本 四郎  

(昭和 39.4～42.4)    (昭和 42.5～50.3)    (昭和 50.4～57.3)    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安原 康夫           渡辺 力         堀江 政敏       

          (昭和 57.4～平成 5.4)     (平成 5.4～7.7)       (平成 7.9～10.8)    
 

 

            

 

 

 

 

  

     

小島 言和          吉江 將哲        生澤 誠          

(平成 10.9～11.12)      (平成 12.1～14.8)    (平成 14.8～16.6)     
 

 

 

 

 

 

 

 

 

小島 言和          後藤 健  

(平成 16.7～18.7)       (平成 18.8～ ) 
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東京医科大学看護専門学校創立５０周年を迎えて  
 

 
 
 
 
 
 

学校法人東京医科大学理事長・学長  
臼井  正彦  

 
 2013 年 4 月に東京医科大学看護専門学校の創立 50 周年を迎え、本学看護専門学校教職員な

らびに関係者の皆様、同窓および在校生の皆様と共に記念的な節目の慶事を挙行できますこと

を大変うれしく思います。皆様、改めまして創立 50 周年、誠におめでとう御座います。  
東京医科大学の看護系医療の歴史は、1957 年に東京医科大学病院附属准看護婦学校の開校

から始まりました。1964 年 4 月に東京医科大学附属高等看護学校が開校し、与謝野光先生が

初代校長となりました。1965 年に東京医科大学に入学した私は、いつも大変柔和で紳士であ

られた与謝野先生を尊敬していました。1970 年には高等看護学校に修業年限 2 年間の進学課

程別科が出来、1974 年には修業年限 3 年制の夜間進学課程Ⅱ部が併設されました。本科の定

員も 1975 年には 50 名が 80 名となり、卒業生も次第に増えてきました。1978 年には東京医

科大学看護専門学校に改称すると共に本科は看護科、Ⅱ部は進学科となりました。その頃、私

は眼科教室の講師で進学科の眼科授業を担当し、屈折や外眼部と眼底疾患について講義したこ

とを昨日のように覚えています。夜間の講義であったので大分疲れている学生も多かったよう

に思いますが、試験は良く出来ました。1983 年 4 月には看護科の 20 周年と進学科の 10 周年

を迎えました。このころの校長は血液・呼吸器内科で大変有名であられた長村重之教授で、医

学部の定年後に三代目の校長に就任されました。また、1986 年からは小児科学の本多輝男教

授が四代目の校長になられましたので、看護専門学校に対しても大変親しみを感じていました。

このころになると卒業生も 1400 人以上となり、卒業生に医療専門課程専門士の認可が得られ

るようになりました。2002 年からは私の友人である生化学の友田燁夫主任教授が第八代目の

校長になり、看護専門学校の様子を時折聞かせてくれました。2003 年 9 月に私は大学病院の

病院長に就任しましたので、役目柄、入学式、戴帽式、卒業式などにお招きを頂くようになり、

また学長になった 2008 年 10 月からも看護専門学校との関わりがより一層強く、そして多く

なりました。荘厳で身が引き締まる戴帽式や卒業式の学校を去ることの寂しさと

共に明日への大きな希望を持つ華やかな謝恩会など本当に楽しく過ごさせてい

ただきました。  
2016 年には看護専門学校が廃校になりますが、50 年の経緯があり輝かしい伝

統を築いてきた看護専門学校の生き様を医学部看護学科が引き続けてくれるこ

とを切に願ってお祝いの詞といたします。                                 

進学科で眼科の授業の講師をされていた頃の臼井先生  

(昭和 53 年 ) 

─ xii ─ ─ xiii ─
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創立 50 周年にあたって 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京医科大学看護専門学校  学校長   

山科  章  

 

東京医科大学看護専門学校は、東京オリンピックが開催された昭和 39 年（1964 年）

に開校し、半世紀という長い歴史を経て、創立 50 周年を迎えることができました。こ

れもひとえに開設時から尽力され、ご支援、ご指導いただきました東京医科大学の諸

先輩方ならびに関係各位のおかげと感謝しております。私は本校の 10 代目の校長にあ

たりますが、こういった節目の年に校長を担当させていただき、大変に光栄に思うと

ともに貴重な経験ができることを喜んでおります。  
東京医科大学看護専門学校は、その理念である「倫理観に基づく豊かな人間形成を

めざし、看護に必要な基本的知識、技術、態度の育成をはかり、自主自学の精神で継

続学習し、看護の質向上と変化する社会に貢献できる看護師を育成すること。」にそっ

て、今日まで、3,641 名の卒業生を輩出してきました。多くの出身者が社会で活躍して

おり、こうした社会貢献という大きな成果を残しながら、50 周年を迎えることは学校

としての誇りであります。歴代の校長、教職員、大学病院で指導にあたってくださっ

た皆さん、東京医科大学の関係者の皆さんに対して、校長として深く感謝いたします。 

一方、東京医科大学では、かねてより準備を進めてまいりました医学部看護学科が

新設され、この春 89 名の看護学科一回生が入学しました。看護専門学校はそれにあわ

せて、本年 4 月の入学を最後として、新入生が

全員卒業した時点で閉校となります。創立 50
周年を迎える伝統ある看護専門学校としてその

幕を閉じることはとても残念ですが、看護専門

学校の発展形が看護学科であり、卒業生も途切

れることなく継続され、輝かしい伝統も引き継

がれます。 

東京医科大学の看護教育が、看護専門学校 50

周年を期に、さらに発展してゆくことを願って

創立 50 週年記念日を迎えたいと思います。 

戴帽式で式辞を述べる山科先生 

(平成 25 年) 

 

─ xii ─ ─ xiii ─
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創立 50 周年を迎えて 

 

 

 

 

 

 

 

 

看護専門学校初代副学校長  

峰村淳子 (第 7 回生 ) 

 

 本校の創立 50 周年を迎え卒業生の一人として感慨無量です。今まで本校の発展にご尽力

頂いた歴代学校長・教務主任・教職員・非常勤の先生方、臨床の関係者、同窓の諸先輩、そ

して法人に心より感謝を申し上げます。現在までの卒業生は 3600 余名に及び、その同窓の国

内外での活躍を知る度に、本校で学習したことを素地にそれぞれの成長へと繋げられているこ

とに喜びと尊敬と誇りを感じております。 

 私自身は昭和 48 年に本校を卒業、東京医大病院の臨床から看護専門学校の教員として異

動し、現在副学校長という要職を拝命致しておりますが、私のような浅学菲才の身で記念すべ

き時期にこの立場でいることに、再び身の引き締まる思いで一杯になっております。この場を借り

て、私をここまで導いて頂いた恩師や上司、そして同窓の支援に心よりお礼を申し上げます。 

本校の教職員には、諸先輩方が築かれてきた学究心や研究的土壌が脈々と引き継がれ、

現在も意欲的に教育活動に取り組み、歴史ある学校として質の高い教育が実践されております。

看護専門学校として「紀要」を 23 年間も継続発刊していることも全国的にも類を見ないもので

す。    

学生の気風は、内外の先生方から自由でのびのびとしていると言われております。本学の理

念である“自主自学”の考えを基盤に、専門職としての資質を身につけた人を送り出すことを大

切に教育しておりますが、近年はその実践の難しさに悩んでいることも否めません。   

残念ながら本校は平成 28 年 3 月に閉校となってしまいます。最後まで、看護専門職になる

“人”を育てることを見失わず、前学校長岩根久夫先生の言葉にもあった「希望と信念と誇りを

持って」を胸に質の高い教育を行い、有終の美で締めくくりたいと思っております。   

私自身も設立準備から関わった念願の『医学部看護学科』が本

年開校し、東京医科大学看護専門学校の良き伝統は引き継がれ

ていくものと確信しております。そして、名実ともに東京医科大学の

看護の発展、さらには世界の看護界に貢献される方々が、益々多

く輩出されることを夢見ております。 

最後に関係者の皆様には、閉校まで看護専門学校へのご支援

を賜ります様よろしくお願い申し上げます。 

                                            送辞を述べる峰村先生  

 (昭和 47 年 ) 

─ xiv ─


